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診療報酬検討委員会の現状と未来

妹　尾　好　高

は じ め に

従来、レセプト請求に係る審査支払機関での減点対
策については薬事委員会にて報告し対策を協議してい
たが、薬事委員会の所掌事務の明確化、収益確保対策
及び適切な保険診療の遂行を目的として平成24年２月
に本委員会を設置した。具体的には、レセプト審査機
関からの留意事項・指導事項の周知、査定や返戻の問
題点の検討、及び未算定の診療報酬について算定要件
や施設基準の研究を行い、適宜算定ができるよう運用
を図っている。

所 掌 事 務

委員会の業務は、保険診療の留意点及び指導、レセ
プト審査査定増減の内容及び返戻、レセプト審査上の
問題点とその解決方法、保険診療に係る施設基準、そ
の他診療報酬請求業務に関することである。

委員会の構成

組織体制は、令和元年９月１日現在、診療局３名、
看護部２名、事務部４名、上記の他、管理者が定める
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者（薬剤科、放射線科、検査科、リハビリテーション
科）、事務局は情報管理課医事係（委託者２名含む）
である。

今後に向けて

保険医療機関における適切な保険診療の遂行、並び
に診療行為を正しく収益に繋げていくことは病院運営
の根幹であることを十分に認識し、レセプト査定や返
戻を精査すること、減点事例・返戻事例を減少させる
こと、そして新たな施設基準の取得に向けた検討を各
部門と連携し強化していきたいと考えている（表１）。
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（雲南市立病院医学雑誌　2019;  16（1）:  137-138）　

委員会の現状

表１　査定実績（％/単位）
年度 国保 社保 合計
H24 0.27 0.15 0.25
H25 0.24 0.27 0.25
H26 0.22 0.11 0.20
H27 0.26 0.17 0.25
H28 0.30 0.20 0.28
H29 0.35 0.32 0.34
H30 0.31 0.23 0.30
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